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測
量
設
計
業
務
の
発
注
手
続
き

後
、年
度
内
を
め
ど
に
復
旧
工
法
を

決
定
し
、令
和
６
年
度
に
は
対
策
工

事
に
着
手
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

〔
質
疑
〕物
価
高
騰
対
策
給
付
金
給

付
事
業
と
し
て
約
２
億
７
千
800
万

円
を
計
上
し
て
い
る
が
、こ
の
事
業

の
詳
細
を
伺
う
。

〔
答
弁
〕エ
ネ
ル
ギ
ー
、食
料
品
等
の

物
価
高
騰
に
よ
る
負
担
増
を
踏
ま

え
、特
に
家
計
へ
の
影
響
が
大
き
い

低
所
得
世
帯
に
対
し
、一
世
帯
当
た

り
７
万
円
を
給
付
す
る
も
の
で
あ

る
。

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
、一
世
帯
当

た
り
３
万
円
を
支
給
し
た
、令
和
５

年
度
電
力
・
ガ
ス・
食
料
品
等
価
格

高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
給
付
事
業

と
支
給
対
象
世
帯
等
の
内
容
に
変

わ
り
は
な
い
こ
と
か
ら
、課
税
状
況

や
転
入・転
出
等
の
対
象
条
件
に
変

更
が
な
け
れ
ば
、合
わ
せ
て
10
万
円

の
支
給
と
な
る
。

〔
質
疑
〕Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
よ
る
道
の
駅・防

災
公
園
整
備
運
営
事
業
に
つ
い
て
、

債
務
負
担
行
為
限
度
額
の
約
62
億

９
千
万
円
は
、令
和
８
年
度
ま
で
の

施
設
整
備
と
し
て
約
44
億
１
千
万

円
、令
和
９
年
度
開
業
か
ら
の
15

年
間
の
維
持
管
理
運
営
費
と
し
て

約
18
億
７
千
万
円
と
の
説
明
を
受

け
た
が
、よ
り
詳
細
な
内
容
を
伺

う
。

〔
答
弁
〕施
設
整
備
費
の
概
算
内
訳

と
し
て
、道
の
駅
が
23
億
３
千
700
万

円
、防
災
公
園
が
20
億
８
千
200
万

円
、15
年
間
の
維
持
管
理
運
営
費
に

18
億
７
千
100
万
円
を
見
込
ん
で
い

る
が
、よ
り
詳
細
な
内
訳
に
つ
い
て

は
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
者
の
募
集
に
際
し
、

各
事
業
者
が
見
積
も
り
等
を
作
成

す
る
こ
と
に
な
る
。民
間
事
業
者
の

創
意
工
夫
を
最
大
限
に
取
り
入
れ

て
い
く
。

〔
質
疑
〕当
事
業
の
財
源
の
内
訳
を

伺
う
。

〔
答
弁
〕国
県
支
出
金
18
億
６
千
418

万
６
千
円
、地
方
債
18
億
９
千
140
万

円
、そ
の
他
４
億
４
千
141
万
９
千
円
、

一
般
財
源
20
億
９
千
358
万
７
千
円
と

な
っ
て
い
る
。

〔
質
疑
〕中
心
市
街
地
や
地
元
企
業

の
育
成・保
持
と
、ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
総
合
整
備
は
、ど

◎
令
和
５
度
白
石
市
一般
会
計

　
補
正
予
算（
第
８
号
）　　
　

〔
質
疑
〕「
人
と
地
域
が
輝
く
未
来

共
創
交
付
金
」を
活
用
し
た
、小
原

地
区
に
お
け
る
住
民
主
体
の
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
送
迎
に
つ
い
て
、具

体
的
に
ど
う
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

〔
答
弁
〕小
原
地
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

送
迎「
お
ら
い
の
く
る
ま
」は
、小
原

地
区
内
を
運
行
範
囲
と
し
、自
宅

か
ら
地
区
内
の
バ
ス
停
、小
原
公
民

館
、郵
便
局
、各
集
会
所
な
ど
へ
の
週

１
回
の
運
行
を
予
定
し
て
い
る
。

　

対
象
は
小
原
地
区
民
の
み
で
、小

原
公
民
館
へ
事
前
の
利
用
登
録
と

予
約
が
必
要
と
な
る
。

　

運
転
手
は
小
原
地
区
振
興
会
が

選
定
し
、送
迎
に
は
自
家
用
車
を
利

用
す
る
。利
用
料
金
は
、ガ
ソ
リ
ン

代
実
費
相
当
分
と
し
て
１
回
50
円

と
し
て
い
る
。

　

令
和
６
年
１
月
と
２
月
に
実
証

実
験
を
行
い
、３
月
に
見
直
し
、令

和
６
年
４
月
か
ら
本
格
運
行
に
つ

な
げ
る
予
定
と
し
て
い
る
。

〔
質
疑
〕市
内
各
地
に
お
い
て
、公
共

交
通
の
問
題
は
あ
る
と
思
う
が
、

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
広
げ
て

い
く
考
え
は
あ
る
の
か
伺
う
。

〔
答
弁
〕既
存
の
公
共
交
通
で
は
対

応
で
き
な
い
よ
う
な
山
間
地
域
等

に
お
い
て
、住
民
主
体
の
新
た
な
移

動
外
出
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
を
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
ず
は
地
域
内
の
交
通
の
し
く

み
づ
く
り
に
つ
い
て
話
し
合
い
の
場

を
設
け
、各
地
区
の
実
情
に
合
っ
た

地
域
内
交
通
の
運
行
計
画
の
策
定

や
実
証
実
験
、本
格
運
行
に「
人
と

地
域
が
輝
く
未
来
共
創
交
付
金
」

の
活
用
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

　

第
101
号
議
案・令
和
５
年
度
白
石
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）

お
よ
び
第
102
号
議
案
・
令
和
５
年
度
白
石
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
３
号
）の
計
２
議
案
に
つ
い
て
、定
例
会
４
日
目（
12
月
11

日
）の
本
会
議
に
お
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
た
後
、議
長
を
除
く
全
議
員

で
構
成
す
る
予
算
審
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、審
査
が
付
託
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
委
員
会（
委
員
長
・
髙
子
秀
明
、副
委
員
長
・
角
張
一
郎
）は
、12
月

12
日
に
審
査
を
行
い
、全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、採
決
の
結
果
、全
会
一

致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
中
で
議
論
さ
れ
た
主
な
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会

総
　
務
　
費

◎
令
和
５
年
度
白
石
市一般
会
計

　
補
正
予
算（
第
９
号
）　　
　

　
　
　
（
定
例
会
最
終
日
提
案
）

の
よ
う
な
関
連
で
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
伺
う
。

〔
答
弁
〕道
の
駅
の
運
営
業
者
等
に

地
元
の
業
者
も
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、

数
社
で
共
同
体
を
組
み
、運
営
に
当

た
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

地
元
の
業
者
に
も
加
わ
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
は
、白
石
商

工
会
議
所
を
通
じ
て
説
明
を
行
な

っ
て
お
り
、令
和
５
年
10
月
に
は
Ｓ

Ｐ
Ｃ（
特
定
事
業
の
た
め
に
設
立
さ

れ
た
法
人
）関
係
の
説
明
会
も
行

な
っ
て
い
る
。

　

建
設
工
事
の
関
係
は
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
事

業
者
の
決
定
後
、地
元
の
業
者
と
の

関
連
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
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